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去
る
四
月
二
十
一
日
（
土
）
に
浄

光
寺
本
堂
に
於
い
て
、
第
十
八
世
現

住
釋
紹
隆
の
長
男
、
能
美
顕
之
副
住

職
（
三
十
歳
）
の
結
婚
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
お
相
手
は
、
岐
阜
市
願

明
寺
田
中
和
榮
坊
守
の
長
女
、
田
中

真
由
良
さ
ん
（
三
十
歳
）
で
す
。

　
当
日
は
、
両
家
親
族
・
門
徒
総
代

の
七
十
四
名
の
ほ
か
に
た
く
さ
ん
の

門
信
徒
・
友
人
等
の
見
守
る
中
、
浜

田
真
光
寺
ご
住
職
の
ご
司
婚
の
も

と
、
厳
か
な
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

し
ょ
う

　
午
後
一
時
、
喚
鐘
を
合
図
に
笙
や

り
ゅ
う
て
き

ひ
ち
り
き

龍
笛
、
篳
篥
な
ど
、
楽
人
七
人
に
よ

る
合
奏
。
献
灯
・
献
華
・
献
香
の
後
、

媒
酌
人
谷
川
弘
顕
（
神
戸
高
松
寺
）

ご
夫
妻
の
先
導
に
よ
り
、
新
郎
新
婦

が
入
場
し
ま
し
た
。
お
つ
と
め
・
司

婚
並
び
に
誓
い
の
こ
と
ば
・
記
念
念

珠
授
与
・
焼
香
そ
し
て
司
婚
者
よ
り

法
話
を
い
た
だ
き
、
厳
か
な
中
に
も

華
や
い
だ
よ
ろ
こ
び
に
包
ま
れ
て
挙

式
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
披
露
宴
は
、
午
後
三
時
半
よ
り
、

親
族
・
寺
院
関
係
者
・
知
人
・
友
人

ら
約
百
二
十
名
が
参
列
し
て
、
浜
田

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
。
会
場
に
は
、
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
と
ほ
の
ぼ
と
し
た
温
も
り
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
仏
前
結
婚
式
次
第

一
、

開
式
の
こ
と
ば

一
、

行
事
鐘

一
、

楽

一
、

献
灯
・
献
華
・
献
香

一
、

新
郎
新
婦
入
場
着
座

一
、

司
婚
者
登
礼
盤

一
、

止
楽

一
、

勤
行

        

三
奉
請
・
表
白
・
讃
仏
偈

一
、

楽

一
、

司
婚
者
降
礼
盤

一
、

止
楽

一
、

司
婚
・
誓
い
の
こ
と
ば

一
、

楽

一
、

記
念
念
珠
授
与

一
、

新
郎
新
婦
焼
香

一
、

媒
酌
人
焼
香

一
、

親
族
代
表
焼
香

一
、

止
楽

一
、
司
婚
者
「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」

一
、

讃
歌

「
恩
徳
讃
」

一
、

一
同
合
掌
礼
拝

一
、

閉
式
の
こ
と
ば

一
、

楽

一
、

司
婚
者
退
出

一
、

新
郎
新
婦
退
出

一
、

止
楽

一
、

親
族
紹
介

一
、

記
念
撮
影
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谷川仲人ご夫妻に導か
れて新婦真由良さん浄光
寺へ到着

新
婦
真
由
良

さ
ん
の
お
母
さ

ん
と
弟
さ
ん

→

ご仏前にお花をお供えする

伊藤さんと新田さん
↑

東京より 「週刊新潮」 の記者が結婚式の

取材に来られました。 5月3日・10日号の

雑誌 「週刊新潮」 で紹介されました。

楽人7人による、雅楽の

生演奏で式が進められ
ました。 →

新
郎
の
叔
母
、
藤
井
慈
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
と
従
妹
の
尼
子
千

懐
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
で

新
郎
新
婦
が
入
場
。

新
郎
新
婦
、
媒
酌
人
夫
妻
、

両
家
代
表
で
参
列
者
を
お
迎

え
す
る
。
（
披
露
宴
会
場
）

→

←

新
郎
の
弟
と
従
兄
弟

に
、
新
婦
の
弟
が
加

わ
っ
て
「
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
」
の
合
唱

←

新婦側親族をお迎

えする浄光寺若院
↓


